
 

 

 

 

１．趣旨 

豊かな自然の中での遊びを通して幼児期に身につけたい多様な動きを獲得し、感性を高めるととも

に基本的生活習慣の基礎を育む機会とする。 

 

 

２．事業の概要 

(1)期  日  令和 3 年１０月１６日（土）～１７日（日） 一泊二日 

(2)参加者  １７名 

(3)日  程 

１日目 ２日目 

１３：００ 受付（ロビー） 

１３：３０ 開会式  

１４：００ アイスブレイク 

１４：３０ 森の中へ Go!! 

１７：２０ 夕食 

１９：３０ 絵本読み聞かせ  

２０：００ 就寝 

７：２０ 朝食 

９：００ ピザ作り 

１２：３０ 閉会式 

１３：３０ 解散 

 

 

3．企画運営のポイント 

  ・森の中で体を動かして遊ぶことで、自然に親しむことができるようなプログラムにした。 

  ・子どもたちが主体的に自分のことは自分でできるような声掛けを行い、時間にゆとりのあるプログラムにした。 

・ボランティアが主導で行うアイスブレイクの時間を設け、ボランティアの研修及び資質の向上を図る。 

 

 

4．参加者の声（保護者アンケート）と活動の様子（抜粋） 

・自信満々で帰宅してきました。たくさんの事を学び、自分で経験してとても楽しかったようです。泊まりなので少し

心配しましたが、皆さんのサポートのおかげさまで安心して預けられました。 このような機会に参加させて頂き、本

当に感謝しています。 また機会があれば本人が参加したいと強く望んでいました。 

・元々よく掃除などお手伝いをしてくれていましたが、キャンプ参加後にいっそうはりきってお掃除をこまめにしてくれて

います。自分たちの力で掃除したのが励みになったようです。 

・一人で出来た事や、頑張れた事などを幾つも話してくれました。それにより、自分に自信を持てた事が伝わってき

ました。 

・日常のお世話を少なめで見守って頂いたおかげか、自分でできると視野が広がった様子で、帰宅後は自分だけ

で物事を行える姿が増えた気がします。自律的な部分の成長を感じています。 

・初めての場所、初めてのお友達とも仲良く過ごせて、萎縮することなく自分らしくいられたようで驚きました。 

 

令和３年１０月１６日（土）～１７日（日） 
【対 象】年長児 
【場  所】国立信州高遠青少年自然の家 

絵本の読み聞かせ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．成果と課題 

(1)参加者アンケートの結果 事後アンケート回収１７名 

 

 

 

 

 

(2)成果と課題 

 ○保護者の方とアレルギーや服薬管理、不安なことなどについて事前に細かく連絡を取り、送り出す際の不安軽減

に繋がったと思う。 

 ●２日目の野外炊飯では、参加者から「寒かった」という声があがった。防寒着を着るよう指示はしたが、10 月とい

う季節柄、天候が悪い場合に備えて更なる水道の冷水や寒さ対策が必要であると感じた。 

幼児キャンプ全体を通して 

満 足 ：１７名   1 0 0 ％  

やや満足：  ０名    ０％ 

やや不満：  0 名    ０％ 

やや不満：  0 名    ０％ 

 
 

ピザ作り 

森の中へ Go!! 

 
絵本の読み聞かせ 

 
 

ピザ作り 

ピザ作り 


